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1．は じ め に

　大気 中の 窒素酸化 物（NOx ）の 連 続 測 定に は化 学発 光 方式 窒素酸化物計（NOx 計）が 多 く使 用 さ

れ て い る。 し か しバ ッ ク グ ラ ウ ン ド大気 は 非 常に 低 濃度 で あ るた め、市販 の 装 置 で は 十 分 に 測

定 す る こ とが 出 来な い
。 感度 の 向上 を 厨指 し て 木研 究 で は 特 に 、 こ れ ま で に報告 され て い る も

の も含む 数種 の 形状 の 異なる反応槽を 用 い て O．3 と NO の 混合 条件 を変 化 させ 、それ に よ る信

号強度 の 変化 を 比較 ・検討 した 。

2．実験 方法

　 NOx 計 は 下式 の 一
連の 反応 か ら生 じる化 学

発 光 を光電 r・mp倍 管 （PMT ）に よ っ て そ の

強 度 を測定 し濃度を 算出す る装 置で あ る。

NO ＋ 03 縛 NO2 粋 02 （1）（NO2 密
：励 起 NO2 ）

NO2 ’

　　→ NO2 ＋ h ッ 　（2）

〈2）式 で 示 され る NO2t の 平 均 発 光寿命 は 1

msec 未満で 、また ヒ2 式 を つ と見 た と きの

NO に 対す る τ g5％ （95％ の NO が 03 と反応 す

る の に 要す る 時 間）は数 za　msec で あ る。本 法 ge

Fig．1 実駿に用い た反応槽 1
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で 用い た反応槽 の 1 つ を Fig．1 に示 す 。 試料 ガ 戀　60

ス お よ Ut　Os ガ ス の 導人 方法 の 異 な るセ ル 鷺用 邁　ua
意 し感 度 を比較 した 。 ま た 、 感度 の 最 も良か 蓬、

っ た Fig．1 の 反 応槽に つ い て 、試料 ガ ス 流量 と　　
20

反 応槽圧 力 を 変化 させ る こ とで 、 各 流 量 に 対

す る試料 ガ ス の 反 応 槽で の 平 均滞 留 時間 の 違

い に よる シ グナ ル へ の 応答性 を調 べ た。

3．結果 と考察

　 NO 標 準 ガ ス を用 い て 導入 方法 の 違 い に よる

感 度 の 違い を Fig．2 に 示 す n 　 1 は Fig．1 の 反応

槽 を、2〜6 はそれ ぞれ 導入 方法 の 異な る 反応槽

につ い て で あ る 。 試 料 ガ ス 流 量 、反 応槽圧 は 同
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Fig．2 導入方法の 違い による信号強渡の差
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じで あ る に もか か わ らず感度 に 差が あ る の は 壽150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
2− 6 で i＃　 03 と NO が 完全 に 飴 され て い な い

N
事 が示 唆 され た 。 1 の 反応槽 に つ い て試 料流 量 翻 100

と麟 槽で 碑 糒 留 黼 の 変化 に 対 す る 感 覈
度 を Fig．3 に 示 す 。 こ の 結 果 か ら 、 流 量

0．7〜1．3SLM で 滞 留時 間 を短 く、す なわ ち反応

槽の 圧 力 を 下 げ て い く と さ らに 感 度 が 良 くな

る と見 られ る。しか し、1．6 ・LgSLM で は 信 号

強 度 が 小滞 留 時問側 で 変化 が小 さ くな っ て い

る こ ととそ の 位 置か ら 、よ り小 流量 側 で は こ れ

よ り信 号強度 は 大 き くな らな い と考 え られ る 。
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Fig．3 滞留時間 と信号 強度の 関係
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